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１．目的 

 鳥類による農作物被害ではカラス類によるものが面積でも量でも最大となっている。カ

ラス類による被害は、作物や被害時期が多岐にわたるために個別の防除対策には限界があ

り、長期的には個体数を抑制する個体群管理が望まれる。カラス類は水稲や麦類の収穫残

渣を高い頻度で摂食することが知られているが、これら農業起源の餌量と個体数との関係

はこれまで検討されたことがない。そこで、本課題では農業起源の餌の発生管理による将

来的なカラス類の個体数抑制をめざして、カラス類が農業起源の餌にどの季節にどの程度

依存しているのかを解明する。今年度は、採餌環境利用の調査手法を検討するほか、集合

地調査により対象地域のカラス類の日常的な行動範囲を推定する。 

 

２．方法 

（１）つくば市、牛久市、新利根町、谷和原村の水田および畑作地帯に 5 ヶ所、合計 28.5km

の予備調査ルートを設定し、個体数センサスおよび採餌行動の記録を行った。 

（２）農林団地から半径約 30km 以内において、カラス類が夜間眠る集合地（ねぐら）を探

索し、集合個体数の概数を目視により把握した。 

 

３．結果の概要 

（１）全ルートの合計で、ハシボソガラス 38 個体、ハシブトガラス 15 個体が記録され、

生息密度はそれぞれ 8.4 羽/ｋ㎡、3.3 羽/ｋ㎡であった。生息密度が低いことから、

短時間で大面積をカバーするために、自転車を用いる等の方法が適当であると考えら

れた。 

（２）記録されたハシボソガラスのうち 63％の個体が採餌中であり、採餌環境の特定が比

較的容易であったのに対し、ハシブトガラスでは 7％であり、採餌環境を記録するた

めには個体追跡等の別の手法が必要と考えられた。 

（３）冬季調査では 9 ヶ所の集合地（ねぐら）が発見された（表１）。隣りあう集合地間の

距離は 8.5km から 23km であり（図１）、採餌地から集合地への距離が 10km に達する個

体も多いと考えられた。各集合地の集合個体数は 100羽前後から 1000羽前後であった。

ただし、個体数は概数であり、2～3 倍の誤差は考えられる。いずれの集合地もハシボ

ソガラスとハシブトガラスの 2 種が混成していた。 
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表１ 発見されたカラス類集合地 

番号 県 市町村 区・字 
1 茨城 つくば市 上大島 
2 茨城 八郷町 柴内 
3 茨城 八千代町 新地 
4 茨城 つくば市 下平塚 
5 茨城 土浦市 右籾 
6 茨城 牛久市 岡見町 
7 茨城 江戸崎町 椎塚 
8 千葉 野田市 目吹 
9 千葉 我孫子市 高野山 
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         図１ 茨城県南地方におけ

 

 

 

４．今後の問題点と次年度以降の計画

（１）茨城県南・県西地方で一般的な

境利用の季節変化の本調査を行う

（２）集合地（ねぐら）の位置や集合

査を行う。 

 

５．結果の発表、活用等 
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